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「心のコミュニケーション」に関する道徳性の考察
−教員養成課程におけるプレゼンテーションソフト活用会話形態が大学生に及ぼす道徳性の効果−
坂本　清美※１ 作田　澄泰※２ 中山　芳一※３
　今日の教員への課題を取り上げ、意思疎通のあるコミュニケーションを導入した教員養成課程の
必要性を検討した。なお、大学3年生(男性：10名、女性：15名)を対象として4種類の会話形態を行
い、最も意思の疎通を感じ取ることのできるコミュニケーションが推認された。さらに、教職を目
指す大学生を対象にして、プレゼンテーションソフトを活用した異コミュニケーションを行い、将
来自分たちのえがいている教師像を目標として実施することにより、教員を志としての道徳観を抱
くことが明確化された。そして、本研究における結果からこの会話形態により、道徳教育をはじめ
とする授業等を含めた学校教育活動全体に関わり、意思疎通による道徳性を高める効果が予測され
た。また、これからの倫理観と道徳観を培うための教員養成課程の在り方について明らかとした。
キーワード：目指す教師像，コミュニケーション，道徳性を深める会話形態，意思の疎通，
　　　　　　倫理観と道徳観
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※２ 早稲田大学教師教育研究所
※３ 岡山大学全学教育・学生支援機構
Ⅰ　はじめに　
　近年、教員の退職者の増加や少人数指導、教科担任制等の学校改革により、以前
に比べ教員数が大幅に採用されつつある時代となっている。懲戒処分については、
文部科学省調査（2009-2010）では7981件（2009）、4303件（2010）1) と減少傾向に
ある。しかし、依然として教員に関する不祥事が続いており、モラルと資質の向上
に向けた取り組みが必要である。こうした事態を踏まえ、文部科学省（2018）は不
祥事の減少と社会への信頼回復、多様な教育現場への対応に向け、大学での教員養
成課程、教職員研修等をさらに充実させることとしている。
　なお、吉田(2016)によると、『これまでの我が国日本の歴史においても、昭和63年
の教育職員免許法改正に先立ち、教員養成制度の改革について審議した教育職員養
成審議会は、昭和62年の答申『教員の資質能力の向上方策等について』において、
教職の専門性を担保するものとして次のように示している。「学校教育の直接の担い
手である教員の活動は、人間の心身の発達に直接関わるものであり、幼児・児童・
生徒の人格形成に大きな影響を及ぼすものである。このような専門職としての職責
に鑑み、教員については、教育者としての使命感、人間の成長・発達についての理解、
広く豊かな教養、そしてこれらを基盤とした実践的指導力が必要である。これらは
学校教育活動における特性として、人間の成長・発達についての理解、広く豊かな
教養、そしてこれらを基盤とした実践的指導力を条件としているものである。さら
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に人間の心身の発達、人格形成に直接的に関与する立場にあることに由来する責任
感を職務に要求するものである。」2)と述べ、教師は今後の子どもたちにとって影響
を及ぼす、崇高な職務であることが伺える。
　筆者(作田)は、これまでの課題と先行研究をふまえ、学校教育の要となる教員養
成に向け、以下の教師像を示唆する。
使命感、人間の成長・発達についての理解、広く豊かな教養、そしてこれらを
基盤とした実践的指導力が必要である。これらは学校教育活動における特性と
して、人間の成長・発達についての理解、広く豊かな教養、そしてこれらを基
盤とした実践的指導力を条件としているものである。さらに人間の心身の発達、
格形成に直接的に関与する立場にあることに由来する責任感を職務に要求す
るものである。」2)   と述べ、教師は今後の子どもたちにとって影響を及ぼす、
崇高な職務であることが伺える。 
 筆者(作田)は、これまでの課題と先行研究をふまえ、学校教育の要となる教員
養成に向け、以下の教師像を示唆する。 
 
＜目指す教師像＞ 
① 教育専門職としての質の高い人間力と道徳観をもった教師 
② 教育専門職としての授業工夫改善、研究性に富んだ教師 
③ 十分に児童生徒理解等のできる人間力のある教師 
④ 保護者・地域と密な連携（社会貢献を含む）をとり、願いに寄り添うことによ
り、信頼を得ることのできる教師 
⑤ 職務に専念し、児童生徒に弛まない愛情をもち、誠の心をもちつつ忍耐強く、
教育に取り組むことができる教師 
⑥ 社会への変化に対応できる教師 
 
以上の教師像を目標にし、児童生徒・保護者・地域から信頼を得ることので
きる教師像が求められる。こうした、教員の質に関する課題点を克服するため
には、質の高い教員養成機関において、厳しい教職課程を終え、教員免許を取
得することにある。そのためにも、教員養成機関である大学において、教職課
程の講義カリキュラム及び、講義内容の改善を図る必要があると指摘する。 
講義内容においては、以上の「目指す教師像」を培うためには、教育現場に
て必要不可欠である授業、児童生徒との関わり、保護者対応、地域との関わり
等を踏まえ、より高いコミュニケーション能力を必要とする。さらに、近代化
に伴いコミュニケーション不足が叫ばれる今日、学校教育の重要な役割を担う
教員養成課程の内容を検討する必要がある。なお、教員養成課程において、コ
ミュニケーションを活用した高い倫理観と道徳観に根差した内容の必要性を指
摘する。また、こうしたコミュニケーションの充実については、大学生が授業
実践を行うにあたり、必要不可欠となることは言うまでもない。 
 
Ⅱ  研究の目的 
 近年では、コミュニケーション不足が叫ばれる中、十分に保護者・地域と連 
携がとれていないことが多くあり、会話がほとんど行われていないために生じ
る教師への不信感が多く叫ばれている。コミュニケーションは児童生徒理解、
教科授業指導等の学校教育活動全体を通じて行っていく上で、あらゆる場にお
いて必要不可欠となり、教員養成課程が設置されている大学において重要な課
　以上の教師像を目標にし、児童生徒・保護者・地域から信頼を得ることのできる
教師像が求められる。こうした、教員の質に関する課題点を克服するためには、質
の高い教員養成機関において、厳しい教職課程を終え、教員免許を取得することに
ある。そのためにも、教員養成機関である大学において、教職課程の講義カリキュ
ラム及び、講義内容の改善を図る必要があると指摘する。
　講義内容においては、以上の「目指す教師像」を培うためには、教育現場にて必
要不可欠である授業、児童生徒との関わり、保護者対応、地域との関わり等を踏まえ、
より高 能力を必要とする。さらに、近代化に伴いコミュニケー
ション不足が叫ばれる今日、学校教育の重要な役割を担う教員養成課程の内容を検
討する必要がある。なお、教員養成課程において、コミュニケーションを活用した
高い倫理観と道徳観に根差した内容の必要性を指摘する。また こうしたコミュニ
ケーションの充実については、大学生が授業実践を行うにあたり、必要不可欠とな
ることは言うまでもない。
Ⅱ  研究の目的
　近年では、コミュニケーション不足が叫ばれる中、十分に保護者・地域と連携が
とれていないことが多くあり、会話がほとんど行われていないために生じる教師へ
の不信感が多く叫ばれている。コミュニケーションは児童生徒理解、教科授業指導
等の学校教育活動全体を通じて行っていく上で、あらゆる場において必要不可欠と
なり、教員養成課程が設置されている大学において重要な課題となる。中央教育審
議会答申「今後の教員養成・免許制度の在り方について」（文部科学省2006)は、「教
師の質の向上」の方針の一つとして、中央教育審議会答申（文部科学省2005)と同様
に「総合的な人間力」を挙げ、「対人関係能力、コミュニケーション能力などの人格
的資質」を求めた。これに対し、渡邉(2006)は、このようにコミュニケーション能
力が教師の人間的な資質能力とされた背景として、学習を「扶ける」教育観への転
― 86 ―
12
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
「心のコミュニケーション」に関する道徳性の考察―教員養成課程におけるプレゼンテーションソフト活用会話形態が大学生に及ぼす道徳性の効果―
換があるとし、教師のコミュニケーションは、学習者との人間関係を築き学習意欲
を喚起する上で重要であるとした。3,4)　このコミュニケーションについては、現場
の教員が学級経営を行っていくにあたり、「学級開き」と言われる年度初めの新しい
学級方針について児童生徒・保護者に理解を求めていくために、さらに高い他者へ
の深い理解を求めた「意志の疎通」を図るプレゼンテーション力が必要とされる。
しかし、これまでの先行研究を見ても、このような教員養成課程における意思の疎
通が図られたコミュニケーションにおける書があまり見られないのである。
　また、今日では著しい情報機器の進展による社会を迎え、「人と会話することが苦
手である」といった人たちが増え続けている。つまり、こうした今日のコミュニケー
ション不足の課題を抱える大学生から巣立っていった教育者たちが、学校現場に入
ろうとしているのである。そして、教職への強い専門意識をもつどころか、職自体
への志も減少しつつある。このような教職への意識改革と質の向上を行っていくた
めには、教職の良さとやりがい、教職を行っていく上での使命感等を踏まえた教師
教育を十分に行っていく必要がある。そのためには、人間味のあふれた教師として、
一人の人間としての根本の在り方に照らした倫理観と道徳観ある人間力の育成が求
められる。さらには、広い視野と教育に情熱をもち、児童生徒の育成のために教職
に専念できる教師像を目的として、真に相手に伝わるコミュニケーション力が必要
不可欠となる。
　本研究では以上の課題を踏まえ、プレゼンテーションソフトを活用した会話を実
施し、どのような会話形態が自他相互に伝わり、教師としての道徳観ある人間力を
培うことができるかについて検証考察した。そして、未来に巣立っていく教師たち
による、「高い倫理観と道徳観の育成」「教育職としての専門性に富んだ力量を培っ
ていく意識の改革」を目的として本研究を実施した。以上の点をふまえ、本研究に
よる質の高い教員養成を目的とする。
Ⅲ  研究方法
　筆者はⅡの課題を踏まえ、教員免許取得希望者を対象として大学での講義を行っ
た。まず、プレゼンテーションソフトを活用してスライドを作成し、作成したスラ
イドを用い、4種類のコミュニケーションを行った。そして、実施した会話形態の中
から、教師にとってどのような会話と力量が必要であるかについてアンケートを実
施し、結果をもとに検証した。アンケートについては、実施大学の承諾をとり、大
学生自身にコミュニケーション効果検証における同意を得て実施した。本大学は、
岡山県北部に位置する山間にあり、全国的に見ても都市部から外れた長閑な環境に
あり、学習条件には合っているが、人口約32,000（2016年統計）と他の都市部とは
異なり、多くの人との関わりが少ない。そのため、筆者の居住する近隣において、
コミュニケーション不足が考えられる山間の地域の大学を取り上げた。対象者につ
いては、教育実習を目前に控えた大学3年生の会話を分析し、今後教職に就くにあた
り、授業及び、学級担任として重要な役割を担うためのコミュニケーション方法に
ついて検討した。そして、目指す教師像への自己意識の深まりについて分析,考察し
た。研究方法（講義内容）については、以下に示す通りである。
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対象：岡山県内大学3年生 教職課程 教員免許取得希望者、男性10名、女性15名
＜希望教員免許取得人数＞
　幼稚園：12名、小学校：7名、中・高等学校（保健体育）：5名、
　高等学校：1名
　教職実践演習15時限（90分/時限）のうち、2時限分を集中講義として行った。実
施時期は2014年6月に実施した。なお、本研究（個人情報等の取り扱い）に関わっては、
該当大学による承諾を経て行っている。
＜講義内容＞
① 教師を目指す意義等の講話を聞く。
 ・ 教師としての意義等について、学級経営などの具体的な話をする。
② パワーポイントの説明を聞く。
 ・ 実際に過去の作成したスライド例(本講義とは異なる課題のもの)を見せながら、
文字の大きさ、形、色、アニメーション等の効果について具体的に説明する。
③ 自分自身の目指す教師像をえがいてワークシートに記入する。
 ・ 各自目標とする希望校種を想定し、将来自分が教師となる時を想像して記入する。
④  「私の目指す教師像」をテーマに、各自の目指す教師の姿を5 ～ 7枚程度でスライ
ドにまとめる。
 ・自分が教壇に立ち、学級経営、授業をしているところを想像しながら作成する。
⑤ 作成したスライドをもとに、隣人と1対1で会話する。
＜4種類の会話形態＞
  (1)無言で動作も行わず、スライドを活用しての会話
  (2)無言で動作(表情を含む)のみを行い、スライドを活用しての会話
  (3)言語のみとスライドを活用しての会話
  (4)言語、その他(動作を含む)を行い、スライドを活用しての会話
⑥ ⑤で実施した会話形態についてワークシートへ記入する。
  (1)最も評価する会話形態とその理由
  (2)コミュニケーションで最も大事なこと
  (3)教師にとって大切なこと
　対象の取得希望教員免許校種については、本学における異取得希望教員免許同士
が会話することにより、教員養成課程における多面的な視点（価値観）におけるコミュ
ニケーションを試みた。また、合計25名という少人数で実施することにより、他者
への意思の疎通を図る上で伝わりやすくなることと考えた。
Ⅳ　結果と考察
１  コミュニケーションによる意思の疎通への効果
　プレゼンテーションソフトを使い、「私の目指す教師像」をテーマにしたスライド
を用い、Ⅲの講義内容⑤に示す(1) ～ (4)の会話形態のもと隣の者と会話した。その
結果、最も評価する会話形態及び、理由として次に示す回答が得られた。（一部抜粋）
表１のように、どの校種においても、(4)を選んだ人数が最も多い水準となっており、
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「心のコミュニケーション」に関する道徳性の考察―教員養成課程におけるプレゼンテーションソフト活用会話形態が大学生に及ぼす道徳性の効果―
言語のみでは相手に
伝わりにくく、感じ
取りにくい点が伺え
る。小学校教諭(2)
の選択理由のよう
に、(2)の会話形態
を選択してはいるも
のの、言語・動作以
外のスライドを活用
した心と心の繋がり
について示唆してい
る。これは、ただ単
なるスライド表示、
言葉、動作のみでは
なく、本来コミュニ
ケーションのもって
いる「伝えようとす
る行為」によるもの
と思われる。回答で
は、(4)以外を選ん
だ人もいるが、理由
を見ると、内容的に
は(4)を選んだ人の
内容とよく似てい
る。4種類の会話を
段階的にスライドに
加え、言語・動作を
取り入れることで、
ただ単に口から発する言語のみで話すことよりも、動作、或いはそれ以外の言語伝
達から、より一層の自分の思いが伝わっていくものと思われる。そして、図１に示
したように、口頭における言語、動作、表情等が大きなきっかけとなり、自分の思
いが伝わることとなる。つまり、この理由としては、表面上では感じ取ることので
きない、心の奥底にある潜在的な部分が相手に伝わることにより、意思の疎通が図
られるものと思われる。
　表１の幼稚園教諭、小学校教諭、中・高等学校教諭、高等学校教諭に示されてい
るように、少しのうなづきや表情によっても、相手の感じ方は変わってくる。そして、
こうした総合的なコミュニケーションの取り方によって、その場の雰囲気が大きく
変わる。つまり、自分たちが伝えようとすることをあらゆる手法を使って、相手に
どのように伝えていくかによって、雰囲気が大きく変化してくるのである。このよ
うに、その場の雰囲気によっては、相手の会話に対し、聞こうとする態度や理解度
  対象の取得希望教員免許校種については、本学における異取得希望教員免許
同士が会話することにより、教員養成課程における多面的な視点（価値観）に
おけるコミュニケーションを試みた。また、合計 25 名という少人数で実施す
ることにより、他者への意思の疎通を図る上で伝わりやすくなることと考えた。 
 
Ⅳ 結果と考察 
１コミュニケーションによる意思の疎通への効果  
プレゼンテーションソフトを使い、「私の目指す教師像」をテーマにしたス
ライドを用い、Ⅲの講義内容⑤に示す(1)～(4)の会話形態のもと隣の者と会話し
た。 
表１ 
その結果、
最も評価する
会話形態及び、
理由として次
に示す回答が
得られた。（一
部抜粋）表１
のように、ど
の校種におい
ても、(4)を選
んだ人数が最
も多い水準と
なっており、
言語のみでは
相手に伝わり
にくく、感じ
取りにくい点
が伺える。小
学 校 教 諭 (2)
の選択理由の
よ う に 、 (2)
の会話形態を
選択してはい
るものの、言
語・動作以外
のスライドを
活用した心と
心の繋がりに
ついて示唆し
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も変わり、説明する側にとっても心
地よい雰囲気を感じ取れることとな
る。そうすれば、互いに人間関係に
信頼度が増し、より一層に「聞こう」
とする意欲がわいてくるものと思わ
れる。以上の意思疎通に関するコミュ
ニケーションは、将来的に教職に就
き、教壇に立った時も同様に、学級
の雰囲気づくりによって、口頭の言
語や動作、表情以外による「心で伝
えること」についての重要性を示す
ものと考えられる。
２  心のコミュニケーション
　例えば、人との会話を行うとき、口頭での言語が困難となる場合がある。しかし、
話し手が全力で相手に伝えようとすれば、相手の気持ちも感じ取れることになる。
筆者(作田)がかつて教職経験の中で、言語、動作、表現することも困難な人を目の
あたりにしたことがある。こちらから言葉を発し、いくら伝えようとしても怒り出
したり、動こうとはしなくなったりすることが多々あった。しかし、相手が今何を
求め、要求に答え、真摯に関わっていくかによって、数ヶ月後には、笑顔を見せて
動くようになった。これは、普段から日常的に使われている口頭での言語や動作以
外における言わば、「心で伝え合う」意思の疎通が行われるようになった結果である
と考える。また、「アー、アー」「アッ」「ウー、ウー」などの口から発する少しの言
語についても、彼らは自分の思いを全力で伝えようとしている。この言葉を心から
理解しようとすれば、必ず相手も理解しようとするようになる。こうしたコミュニ
ケーションの積み重ねが、正の効果をもたらし、豊かな人間関係が構築されていく
こととなる。このようなコミュニケーションづくりを行うためには、まずは相手（聞
き手）の立場になり、「どのようにしたら理解してもらえるのか」という視点から会
話することが重要である。話し手が一方的に「聞きなさい」というのでは、聞き入
れることは困難となってくる。相手の心に耳を傾け、心の声を聞こうとすることで、
相手が今何を求め、何を伝えたいのかが感じ取れるようになる。これは、ただ単な
る机上の空論ではなく、実際に人と接し、真摯に関わるということに尽きるであろう。
なお、相手がどのように関わるかによって、人の心が大きく動かされていくことは
教育界のみならず、全ての領域においても同様のことが言えよう。学級児童生徒に
とっても、自分の思っていることがうまく話せない場合が多々ある。しかし、表面
的な部分以外での奥底にある心をつかみ、理解することにより、授業、学級経営も
向上していく。そして、こうしたコミュニケーションが時間をかけて培われれば大
きな絆となり、教師にとっても児童生徒にとっても人生の心の大きな支えとなる。
ている。これは、ただ単なるスライド表示、言葉、動作のみではなく、本来コ
ミュニケーションのもっている「伝えようとする行為」によるものと思われる。
回答では、(4)以外を選んだ人もいるが、理由を見ると、内容的には(4)を選んだ
人の内容とよく似ている。4 種類の会話を段階的にスライドに加え、言語・動
作を取り入れることで、ただ単に口から発する言語のみで話すことよりも、動
作、或いはそれ以外の言語伝達により、より一層の自分の思いが伝わっていく
ものと思われる。そして、図１に示したように、口頭における言語、動作、表
情等が大きなきっかけとなり、自分の思いが伝わることとなる。つまり、この
理由としては、表面上では感じ取ることのできない、心の奥底にある潜在的な
部分が相手に伝わることにより、意思の疎通が図られるものと思われる。 
 
図１ 意思伝達を深めるコミュニケーションモデル  
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ンの取り方によって、その場の雰
囲気が大きく変わる。つまり、自
分たちが伝えようとすることをあ
らゆる手法を使って、相手にど
ように伝えていくか って、雰
囲気が大きく変化してくるのであ
る。このように、その場の雰囲気
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作を取り入れることで、ただ単に口から発する言語のみで話すことよりも、動
作、或いはそれ以外の言語伝達により、より一層の自分の思いが伝わっていく
ものと思われる。そして、図１に示したように、口頭における言語、動作、表
情等が大きなきっかけとなり、自分の思いが伝わることとなる。つまり、この
理由としては、表面上では感じ取ることのできない、心の奥底にある潜在的な
部分が相手に伝わることにより、意思の疎通が図られるものと思われる。 
 
図１ 意思伝達を深めるコミュニケーションモデル  
表１の幼稚園教諭、小学校教諭に
示されているように、少しのうな
づきや表情によっても、相手の感
じ方は変わってくる。そして、こ
うした総合的なコミュニケーショ
ンの取り方によって、その場の雰
囲気が大きく変わる。つまり、自
分たちが伝えようとすることをあ
らゆる手法を使って、相手にどの
ように伝えていくかによって、雰
囲気が大きく変化してくるのであ
る。このように、その場の雰囲気
によっては、相手の会話に対し、
聞こうとする態度や理解度も変わ
り、説明する側にとっても心地よ
い雰囲気を感じ取れることとなる。そうすれば、互いに人間関係に信頼度が増
し、より一層に「聞こう」とする意欲がわいてくるものと思われる。以上の意
思疎通に関するコミュニケーションは、将来的に教職に就き、教壇に立った時
も同様に、学級の雰囲気づくりによって、口頭の言語や動作、表情以外による
「心で伝えること」についての重要性を示すものと考えられる。  
 
２  心のコミュニケーション  
 例えば、人との会話を行う時、口頭での言語が困難となる場合がある。しか  
し、話し手が全力で相手に伝えようとすれば、相手の気持ちも感じ取れること  
になる。筆者(作田)がかつて教職経験の中で、言語、動作、表現することも困
難な人を目のあたりにしたことがある。こちらから言葉を発し、いくら伝えよ
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「心のコミュニケーション」に関する道徳性の考察―教員養成課程におけるプレゼンテーションソフト活用会話形態が大学生に及ぼす道徳性の効果―
これは、人間が共に生きているものとして感じる共通の部分であり、この心が損な
われてしまうと全てが成立しなくなる。ゆえに、教師が実践する学校教育活動全体
に対し、より一層の質の高い意志疎通のとれたコミュニケーションのあり方を必要
とする。
３  プレゼンテーションコミュニケーションによる道徳性の効果
　本講義を行う以前の意識調査として、目指す教師像についてアンケート調査を行っ
た結果、以下の回答が得られ、志望校種別に示した。（一部抜粋）
　表２を全体的にみる
と、「信頼される」「尊敬
される」「模範になる」「気
持ちに寄り添える」と
いったカテゴリーが多く
あり、教師としての理想
像が前面に表れていた。
教師の理想としての視点
は伺われたものの、具体
的な視点としての方向性
はみられなかった。
　次にプレゼンテーショ
ンソフトを活用したコ
ミュニケーション後、「教師にとって大切なことをキーワードで3つ答えましょう」
という質問に対し、次の回答が得られ、校種ごとにまとめた。（一部抜粋）キーワー
ド後の数は記述数を示す。
　なお、分類した道徳的価
値については、小学校学習
指導要領(平成27年度改正)
に示されている「1.主とし
て自分自身に関すること。
2.主として他の人とのかか
わりに関すること。3. 主と
して集団や社会との関わり
に関すること。4. 主として
生命や自然、崇高なものと
の関わりに関すること。」5)
に基づき分類している。ま
た、道徳教育の根本ともい
えるコールバーグ(1927)による道徳性発達理論を参照にしており、この理論を視野
に入れた道徳的発達を検討している。本理論によると、「1.慣習以前のレベル第一段
階＝罰と服従への志向、第二段階＝道具主義的相対主義への志向、2.慣習的レベル
ヶ月後には、笑顔を見せて動くようになった。これは、普段から日常的に使わ
れている口頭での言語や動作以外における言わば、「心で伝え合う」意思の疎通
が行われるようになった結果であると考える。また、「アー、アー」「アッ」「ウ
ー、ウー」などの口から発する少しの言語についても、彼らは自分の思いを全
力で伝えようとしている。この言葉を心から理解しようとすれば、必ず相手も
理解しようとするようになる。こうしたコミュニケーションの積み重ねが、正
の効果をもたらし、豊かな人間関係が構築されていくこととなる。このような
コミュニケーションづくりを行うためには、まずは相手（聞き手）の立場にな
り、「どのようにしたら理解してもらえるのか」という視点から会話することが
重要である。話し手が一方的に「聞きなさい」というのでは、聞き入れること
は困難となってくる。相手の心に耳を傾け、心の声を聞こうとすることで、相
手が今何を求め、何を伝えたいのかが感じ取れるようになる。これは、ただ単
なる机上の空論ではなく、実際に人と接し、真摯に関わるということに尽きる
であろう。なお、相手がどのように関わるかによって、人の心が大きく動かさ
れていくことは教育界のみならず、全ての領域においても同様のことが言えよ
う。学級児童生徒にとっても、自分の思っていることがうまく話せない場合が
多々ある。しかし、表面的な部分以外での奥底にある心をつかみ、理解するこ
とにより、授業、学級経営も向上していく。そして、こうしたコミュニケーシ
ョンが時間をかけて培われれば大きな絆となり、教師にとっても児童生徒にと
っても人生の心の大きな支えとなる。これは、人間が共に生きているものとし
て感じる共通の部分であり、この心が損なわ てしまうと全てが成立しなくな
る。ゆえに、教師が実践する学校教育活動全体に対し、より一層の質の高い意
志疎通のとれたコミュニケーションのあり方を必要とする。  
 
３  プレゼンテーションコミュニケーションによる道徳性の効果  
  本講義を行う以前の意識調査として、目指す教師像についてアンケート調査
を行った結果、以下の回答が得られ、志望校種別に示した。（一部抜粋）  
   表２ 
表２を全体的にみ
ると、「信頼される」
「尊敬される」「模
範になる」「気持ち
に寄り添える」と
いったカテゴリー
が多くあり、教師
としての理想像が
前面に表れていた。
教師の理想として
の視点は伺われた
ものの、具体的な
視点としての方向性は見られなかった。  
  次にプレゼンテーションソフトを活用したコミュニケーション後、「教師にと
って大切なことをキーワードで 3 つ答えましょう」という質問に対し、次の回
答が得られ、校種ごとにまとめた。（一部抜粋）キーワード後の数は記述数を示
す 
表３ 
なお、分類した道徳的
価値については、小学
校学習指導要領 (平成
27 年度改正) 示され
ている「1.主として自
分自身に関すること。
2.主として他の人との
かかわりに関すること。
3. 主として集団や社
会との関わりに関する
こと。4. 主として生命
や自然、崇高なものと
の関わりに関するこ
と。」5)  に基づき分類してい 。また、道徳教育の根本ともいえるコールバー
グ(1927)による道徳性発達理論を参照にしており、この理論を視野に入れた道
徳的発達を検討している。本理論によると、「1.慣習以前のレベル第一段階＝罰
と服従への志向、第二段階＝道具主義的相対主義への志向、2.慣習的レベル第
三段階＝対人的同調あるいは「よい子」への志向、第四段階＝「法と秩序」の
維持への志向、3.脱慣習的レベル第五段階＝社会契約的遵法への志向、第六段
階＝普遍的な倫理的原理への志向」6) と提唱されていることから、より高い水
準を目指した道徳的価値を培うことにより、道徳性の高い人間育成につながる
ものと思われる。  
表２と表３を比較すると、幼稚園教諭では、会話前の表２では全般的にみて、 
「子どもに優しい先生」「子どもの気持ちに寄り添える先生」などの意見が多く、
あくまでも理想の教師像の記述がほとんどである。しかし、会話後の表３をみ
ると、一番多かったのが、「信頼関係」「コミュニケーション能力」、次いで「礼
儀正しく笑顔でいる」「努力」「児童生徒理解」「責任感」「挑戦」「観察力」「誰
からも尊敬される人間」「能力、技術」とあり、表２と比べると、会話前と会話
後では、目指す教師像に対し、具体的かつ道徳的価値が芽生えていることが分
かる。 
  小学校教諭では、会話前の表２の場合、圧倒的に信頼関係の記述が多くみら
れたが、会話後の表３では、最多の「信頼関係」に次いで「努力」「コミュニケ
ーション能力」、その他の意見として、「積極性」「関わり」「一生懸命さ」「思い
やり」「児童生徒理解」「理想を追い続ける力」といった単なる理想としての教
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第三段階＝対人的同調あるいは「よい子」への志向、第四段階＝「法と秩序」の維
持への志向、3.脱慣習的レベル第五段階＝社会契約的遵法への志向、第六段階＝普
遍的な倫理的原理への志向」6)と提唱されていることから、より高い水準を目指した
道徳的価値を培うことにより、道徳性の高い人間育成に繋がるものと思われる。
　表２と表３を比較すると、幼稚園教諭では、会話前の表２では全般的にみて、「子
どもに優しい先生」「子どもの気持ちに寄り添える先生」などの意見が多く、あくま
でも理想の教師像の記述がほとんどである。しかし、会話後の表３をみると、一番
多かったのが、「信頼関係」「コミュニケーション能力」、次いで「礼儀正しく笑顔で
いる」「努力」「児童生徒理解」「責任感」「挑戦」「観察力」「誰からも尊敬される人間」
「能力、技術」とあり、表２と比べると、会話前と会話後では、目指す教師像に対し、
具体的かつ明確に道徳的価値が芽生えていることが分かる。
　小学校教諭では、会話前の表２の場合、圧倒的に信頼関係の記述が多くみられたが、
会話後の表３では、最多の「信頼関係」に次いで「努力」「コミュニケーション能力」、
その他の意見として、「積極性」「関わり」「一生懸命さ」「思いやり」「児童生徒理解」「理
想を追い続ける力」といった単なる理想としての教師像ではなく、実際に自分たち
が教師になったことを想定した道徳的価値のある志向が伺える。中・高等学校教諭(保
健体育)では、会話前の表２の場合、具体的に教師になった姿がえがかれており、「信
頼」のキーワードが多く示されていた。しかし、会話後の表３では、「児童生徒理解」
の他、「社会のルール」「マナー・礼儀」「優しさ」「厳しさ」「情熱」「尊敬」「愛情」
などといった道徳的価値要素がコミュニケーションによって培われている。高等学
校教諭（公民）においても、表２と表３を比べると、会話前と会話後とでは、「尊敬」
「努力」「信頼」といった道徳的価値要素が表れている。
　全体を通じて「コミュニケーション能力」「児童生徒理解」のキーワードが多く記
述されていた。これは、会話することにより、表面的な言葉のやり取りのみではなく、
真に相手の心をつかむことで児童生徒理解に繋がることを意味しているものと思わ
れる。すなわち、口頭における言語、動作、表情以外の心の言語伝達により、相手
への思いが理解できることとなる。そして、どの校種にも共通して言えることとして、
4種類の会話形態によって目指す教師像への意識の中に、「信頼」「努力」「優しさ」「愛
情」「思いやり」その他の数々の道徳的価値が芽生えていることが分かった。しかし、
上記のキーワードが出れば、道徳性が育まれたということには繋がらない。人間に
は様々な要素があり、今後も多面的な角度から検討する必要があるであろう。本検
証は、教員養成課程のコミュニケーション行為による一つの結果であり、本会話形
態により一定の効果が得られることは明らかとなった。しかし、環境や集団構成に
より、結果が変容することは十分に想定され得る。今後、多面的な角度による考察
が必要であることは言うまでもない。
４  プレゼンテーションソフト活用によるコミュニケーションの利点
　本講義では、「私の目指す教師像」をテーマにスライドを作成し、伝えたいことを
5 ～ 7枚のスライドにまとめた。その結果、コミュニケーション行為において時間等
のため、伝えきれない部分をスライドの中に凝縮して取り入れることで、話し手に
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よる会話以外の部分の思いを伝えることができていた。しかし、図１に示したよう
に、スライド提示での会話、口頭からの言語、動作、表情のみでは、全てを伝えき
ることは困難であり、話し手のもつ潜在的な心の部分がどう伝わるかによって、意
思の疎通の度合いも大きく変わってくる。プレゼンテーションを活用した会話では
予め、自分の伝えたいことが長時間をかけてスライドを作成されているため、伝え
たいと思うことが脳裏に蓄積され、会話の中で徐々に言語動作を増やしていったこ
とにより、「伝え合う」という気持ちが培われたものと推認される。なかには話すこ
とが不得意な学生もいたが予め、作成したスライドをもとに会話することで、うま
く話せない部分を補うことができ、相手に言動で伝えきれない部分も伝えることが
できていた。また、スライドには、自分自身の特に伝えたいことが明記されている
ため、提示された側にも脳裏の中に画像として記憶されやすいものとなる。ゆえに、
相手の思いを理解できる度合いも大きくなる
という利点が見出されていた。
　図２のスライドでは、自分が教師を目指そ
うとした明確な理由が端的にまとめられて
いる。また、教師になった時の抱負について
も、「体育が嫌いな子でも好きになってくれ
る授業をする」「尊敬される」など、具体的
に示されたスライドが作成されている。そし
て、何故、保健体育の教師を目指しているか
自問自答し、逆に相手に自分の目指す教師へ
の思いを強く訴えているところが分かる。ま
た、最後のスライドでは、教師としてのコミュ
ニケーションの大切さを伝えている。このス
ライドについては、将来的に学校現場に立っ
たとき、学級づくりやキャリア教育において、
「自分の将来像」などをもとにした学びの一
環として役立てることが期待される。そして、
本講義で作成したスライドが次年度の教育実
習において役立てることができるよう、保存、
改良しておくことを伝え、将来、教師となる
にあたり、学級づくりに活用が期待できるス
ライド作成づくりとなった。
Ⅴ  おわりに
１  学校教育におけるコミュニケーションの必要性
　教師として教壇に立つ以上、児童生徒への授業は勿論、数々のコミュニケーショ
ンが必要となる。今日でも問題となっている「いじめ」「不登校」その他の問題行動
等、保護者対応、地域との連携等、多くの人と関わりなどにおいて、コミュニケーショ
ン力が必要とされている。特に教師は、意思の疎通によるコミュニケーションを如
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目指そうとした明確な理由が端的にま
とめられている。また、教師になった
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「尊敬される」など、具体的に示され
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か自問自答し、逆に相手に自分の目指
す教師への思いを強く訴えているとこ
ろが分かる。そして、最後のスライド
では、教師としてのコミュニケーショ
ンの大切さを伝えている。このスライ
ドについては、将来的に学校現場に立
ったとき、学級づくりやキャリア教育
において、「自分の将来像」などをもと
にした学びの一環に役立てることが期
待される。そして、本講義で作成した
スライドが次年度の教育実習において
役立てることができるよう、保存、改
良しておくことを伝え、将来、教師と
なるにあたり、学級づくりに活用が期
待できるスライド作成づくりとなった。 
 
 
Ⅴ  おわりに 
１  学校教育におけるコミュニケーションの必要性  
教師として教壇に立つ以上、児童生徒への授業は勿論、数々のコミュニケー
ションが必要となる。今日でも問題となっている「いじめ」「不登校」その他の
問題行動等、保護者対応、地域との連携等、多くの人と関わりなどにおいて、
コミュニケーション力が必要とされている。特に教師は、意思の疎通によるコ
ミュニケーションを如何によりよく行えるかによって、学級経営は勿論、全て
の授業においても体を成すこととなる。そして、こうしたコミュニケーション
が日常から行えることによって、児童生徒、あるいは保護者からの信頼を得る
ことになるのである。  
最後に大学生のアンケートの結果、「コミュニケーションで最も大事な点」
について出された意見を下記表４にまとめた。(※ KJ 法参照)  回答を見ると、
話し手からの一方的な会話だけでなく、相手の視点に立った会話の回答が約半
数を占め、本講義での会話形態によるコミュニケーションのあり方に関する受
け止め方の変容が伺える。  
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何により善く行えるかによって、学級経営は勿論、全ての授業においても体を成す
こととなる。そして、こうしたコミュニケーションが日常からより善く行えること
によって、児童生徒、あるいは保護者からの信頼を得ることになるのである。
　最後に大学生のアンケートの結果、「コミュニケーションで最も大事な点」につい
て出された意見を下記表４にまとめた。(※ KJ法参照)  回答を見ると、話し手から
の一方的な会話だけでなく、相手の視点に立った会話の回答が約半数を占め、本講
義での会話形態によるコミュニケーションのあり方に関する受け止め方の変容が伺
える。
　なお、Ⅳにおいて考察したように、
充実したコミュニケーションを行う
ためには、言動以外での心のコミュニ
ケーションが必要となる。話し手が一
方的に話すのではなく、他者との会話
のキャッチボールが成立してはじめて、
コミュニケーションも成立するのであ
る。そして、少しの仕草や言動によっ
ても受け止める側によっては、感じ方
が違ってくる。すなわち、たとえ口か
ら発せられる言語があったとしても、
言語の奥底にある感情や心の部分が伝わらなければ、表面上だけの会話となり、話
し手の思いは伝わりきることができない。つまり、心から自分の思いを伝え、理解
してもらうことが重要なのである。そのためには、自分の思いだけに留まらず、相
手を理解し、思いやる心が必要となる。なお、この点については、表４の結果から、「相
手の思い」といったキーワードも出されており、他にも多くの道徳的価値が芽生え
てきたことが明らかとなっている。また、本研究において実施したコミュニケーショ
ン行為の検証から、道徳性への効果が高まった理由として次の点を示唆する。
表４                  なお、Ⅳにおいて考察したように、 
充実したコミュニケーションを行
うためには、言動以外での心のコ
ミュニケーションが必要となる。
話し手が一方的に話すのではなく、
他者との会話のキャッチボールが
成立してはじめて、コミュニケー
ションも成立するのである。そし
て、少しの仕草や言動によっても
受け止める側によっては、感じ方
が違ってくる。すなわち、たとえ
口か 発せられる言語があったと
しても、言語の奥底にある感情や心の部分が伝わらなければ、表面上だけの会
話となり、話し手の思いは伝わりきることができない。つまり、心から自分の
思いを伝え、理解してもらうことが重要である。そのためには、自分の思いだ
けに留まらず、相手を理解し、思いやる心が必要となる。なお、この点につい
ては、表４の結果から、「相手の思い」といったキーワードも出され、他にも多
くの道徳的価値が芽生え きたことが明らかとなっ いる。また、本研究にお
いて実施したコミュニケーションの検証から、道徳性へ 効果が高まった理由
として次の点を示唆する。  
こうしたコミュニケーションの充実により、実際に学校教育に携わる上で、  
周囲との信頼感も生まれてくる。学校教育の中で、教師に求められることとし
て、「心で受け止めるコミュニケーション」が必要であると共に、他者の思いや
背景などを十分に配慮し、他者の立場を踏まえつつ行うことが重要である。つ
まり、心の意思伝達が明確に伝われば、必ず相手の心にも響き、相互に意思の
疎通が図られることとなる。こうした、質の高いコミュニケーションは、教師
の命とも言われる授業、学級経営、地域保護者との連携、職員間等、多岐にわ
たる人との関わりの中において必要なことと言える。そして、十分にコミュニ
ケーションが行われているか否かによって必ず、人間関係に影響が出てくるも
のと思われる。  
 本研究において、教員免許取得希望者の学生を対象にした会話形態の分析に  
① プレゼンテーションソフトを活用したコミュニケーションを行ったこと。 
② 言動を行わないなど、段階的に会話を行っていったこと。  
③ 限られた時間で会話を行うことで、話すことと受け止める難しさを感じ取
ったこと。 
④ 自分自身の教師の姿を具体的に想像しながらスライド作成、プレゼンテー
ションを行ったこと。  
⑤ 会話を重ねることにより、相手の意識に立とうとする心が培われていった
こと。 
・言葉のキャッチボールをする。  
・相手の目を見て話す。  
・お互いがお互いを分かろうとする→相手を敬
う心と自分の意見を伝えようとする。  
・言葉と一緒に表情で伝える。→言葉の内容以
上に相手の受け取り方が変わってくる。  
・相手の気持ちを考える。→効果的に動作、表
情も加えて自分の気持ちを伝える。  
・相手の立場に立ち、相手の思いを読み取る。  
・心から伝えたいという気持ち。  
　こうしたコミュニケーションの充実により、実際に学校教育に携わる上で、周囲
との信頼感も生まれてくる。学校教育の中で、教師に求められることとして、「心で
受け止めるコミュニケーション」が必要であると共に、他者の思いや背景などを十
分に配慮し、他者の立場を踏まえつつ行うことが重要である。つまり、心の 伝
表４                  なお、Ⅳにおいて考察したように、 
充実したコミュニケーションを行
うた での心のコ
ミュニケーションが必要となる。
話し手が一方的に話すのではなく、
他者との会話のキャッチボールが
成立してはじめて、コミュニケー
ションも成立するのである。そし
て、少しの仕草や言動によっても
受け止める側によっては、感じ方
が違ってくる。すなわち、たとえ
口から発せられる言語が
しても、言語の奥底にある感情や心の部分が伝わらなければ、表面上だけの会
話となり、話し手の思いは伝わり ることができない。つまり、心から自分の
思いを伝え、理解してもらうことが重要である。そのためには、自分の思いだ
けに留まらず、相手を理解し、思いやる心が必要となる。なお、この点につい
ては、表４の結果から、「相手の思い」といったキーワードも出され、他にも多
くの道徳的価値が芽生えてきたことが明らかとなっている。また、本研究にお
いて実施したコミュニケーションの検証から、道徳性への効果が高まった理由
として次の点を示唆する。  
こうしたコミュニケーションの充実により、実際に学校教育に携わる上で、  
周囲との信頼感も生まれてくる。学校教育の中で、教師に求められることとし
て、「心で受け止めるコミュニケーション」が必要であると共に、他者の思いや
背景などを十分に配慮し、他者 立場を踏まえつつ行うことが重要であ 。つ
まり、 の意思伝達が明確に伝われば、必ず相手の心にも響き、相互に意思
疎通が図られることとなる。こうした、質の高いコミュニケーションは、教師
の命とも言われる授業、学級経営、地域保護者との連携、職員間等、多岐にわ
たる人との関わりの中において必要なことと言える。そして、十分にコミュニ
ケーションが行われているか否かによって必ず、人間関係に影響が出てくるも
のと思われる。  
 本研究において、教員免許取得希望者の学生を対象にした会話形態の分析に  
① プレゼンテーションソフトを活用したコミュニケーションを行ったこと。 
② 言動を行わないなど、段階的に会話を行っていったこと。  
③ 限られた時間で会話を行うことで、話すことと受け止める難しさを感じ取
ったこと。 
④ 自分自身の教師の姿を具体的に想像しながらスライド作成、プレゼンテー
ションを行ったこと。  
⑤ 会話を重ねることにより、相手の意識に立とうとする心が培われていった
こと。 
・言葉のキャッチボールをする。  
・相手の目を見て話す。  
・お互いがお互いを分かろうとする→相手を敬
う心と自分の意見を伝えようとする。  
・言葉と一緒に表情で伝える。→言葉の内容以
上に相手の受け取り方が変わってくる。  
・相手の気持ちを考える。→効果的に動作、表
も加えて自分の気持ちを伝える。  
手の立場に立ち、相手の思いを読み取る。  
から伝えたいという気持ち。  
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「心のコミュニケーション」に関する道徳性の考察―教員養成課程におけるプレゼンテーションソフト活用会話形態が大学生に及ぼす道徳性の効果―
達が明確に伝われば、必ず相手の心にも響き、相互に意思の疎通が図られることと
なる。こうした、質の高いコミュニケーションは、教師の命とも言われる授業、学
級経営、地域保護者との連携、職員間等、多岐にわたる人との関わりの中において
必要なことと言える。そして、十分にコミュニケーションが行われているか否かに
よって必ず、人間関係に影響が出てくるものと思われる。
　本研究において、教員免許取得希望者の学生を対象にした会話形態の分析により、
教職を目指す上で、自分自身の心の中に自己意識がより一層高まる結果が見出され
た。その過程において、自分自身の今日の姿を深く見つめ直し、より厳しい教職へ
の熱意と思いを抱くことが伺われた。なかには自己省察を行うことで価値葛藤し、
自分自身に厳しい見方をしている学生もみられた。
２  これからの教師に求められること
　本講義では、プレゼンテーションソフトを活用し、心で伝えるコミュニケーショ
ンの大切さが必要であることが明らかとなった。学校現場を目前にする教師にとっ
ては、授業は勿論のこと、あらゆる学校教育活動において、児童生徒、保護者、地
域と関わりながら、コミュニケーション行為の必要さをもの語る。特に、児童生徒
の心をどれだけ理解し、教え育むことができるのかという点が重要となる。つまり、
児童生徒たちと共に学んでいき、如何に相手の目線に立つことができるのかが大事
である。そのためには、表面的なものではなく、本心から児童生徒たちの心に入り
込み、共に歩んでいくことのできるコミュニケーションとなる必要がある。人に伝え、
感じると共に悲しみ喜び、共感できる力をもち、児童生徒の心に寄り添うことが大
事である。そして、教師と児童生徒との間に強い信頼感、絆が生まれ、「先生のこと
が好き」と心から感じるようになることが大切である。こうしたコミュニケーショ
ン行為は、児童生徒にとって大変重要であり、教師の実施する授業において、多く
のコミュニケーションを取り入れることにより、自ら学び課題を解決していく力、
自己実現力、自己決定力を高めていくことに繋がるものと思われる。つまり、教師
が児童生徒に教え込んでいくのではなく、自らが学びを習得することが最も重要で
あると考える。このような学校教育を進めていくことが十分に成されるとき、児童
生徒たちの心の中に達成感が生まれることとなる。そして、これから教師となる大
学生のみならず、現職の教師たちにとって、如何に子どもたちの心に目を向けた視
点をもち、願いに応えることができるかが大切となるであろう。なお、本研究で明
らかとなった意思疎通によるコミュニケーションについては、道徳授業をはじめと
する、各教科における授業についても重要な視点であり、指導力を高める教師力の
向上にも繋がるであろう。
３  成果と課題
　以上の点をふまえ、本研究の成果として、大学生自らがコミュニケーションのあ
り方を模索し、理想の教師像について心から会話することで、互いに目では見るこ
とのできない、心の声を感じ取ることができた者が多数見受けられる結果となった。
このことは、今後教師を目指すにあたり、自問自答、葛藤する過程において、信頼・
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愛情・努力責任感・工夫・優しさ等の道徳的価値やスライド作成に包括する相互へ
の「尊敬・感謝」という道徳的価値が培われていったこととなる。また、本講義の
ように4つの会話形態を実施し、比較したことで、各自の心の優しさにふれ、人の温
かみを感じることができたものと思われる。なお、各自の目指す方向性（教師への道）
に向け、自己意識を高めることと、これから目指す「善き教師」としての生き方と
道徳的人間としての生き方について学び、伝えていこうとする姿勢を培うことがで
きていたものと推認される。そして、本講義による会話形態により、意思の疎通が
行われ、道徳性が高まりつつあることが明らかとなった。こうしたコミュニケーショ
ンについては、実際に児童生徒たちを目の当たりにした授業実践にも適応でき、学
校教育活動全体として、道徳性を高めることが期待できる。しかし、大学の教員養
成過程の役割として、さらなる学校現場での実体験に基づいた具体的かつ、実践的
な講義内容を充実していく必要があることを指摘する。また、コミュニケーション
を前提とした講義を充実させ、自己決定と自己実現、課題解決を高めることのでき
る教師を育成していくことが求められる。そして、さらに強い倫理観と道徳観を培い、
児童生徒たちに「真の学び」を伝えるための教師教育として、今後もコミュニケーショ
ンの実践研究について研究を深めたい。
　
付　記
　本稿は、作田澄泰が授業実践及び、全稿執筆を行い、坂本清美、中山芳一が校閲
を加えた。
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Consideration of morality concerning "communication of the heart"
-Effects of Presentation Software in Teacher Training Course Effects of 
Morality on Conversation Students' Conversation Form -
Kiyomi SAKAMOTO*1, Kiyohiro SAKUDA*2, Yoshikazu NAKAYAMA*3
We examined the necessity of teacher training course which introduced 
problem of today's teacher and introduced communication with communication. 
In addition, we conducted four kinds of conversation forms for third 
graders (male: 10, female: 15), and communication that allowed us to 
perceive the most intuitive communication was inferred. In addition, for 
university students aiming for teaching jobs, it is clear that they carry 
out different communication using presentation software and carry out 
teaching as magical as a spirit by implementing them as their targeted 
teacher image in the future It was made. Based on the results of this 
research, this conversation pattern is expected to be related to the entire 
school education activities including classes including moral education, 
and to increase morality by communication. In addition, we clarified the way 
of teacher training course to cultivate future ethics and morals.
Keywords: aiming teacher image，communication， conversation form deepening 
ｍorality，communication of intention，Ethics and morals 
*1  Former Okayama University graduate school pedagogy postgraduate course 
technological assistance one
*2 Waseda University institute of teacher education
*3  Okayama University whole school education and student support 
organization
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